
日産連合企業年金基金
当基金の2012（平成24）年度決算は、
去る7月23日に開催された第19回
代議員会において審議され、可決・承認
されましたのでお知らせします。

2012年度

決算等のお知らせ

　皆様の将来の年金給付を確かなものとするために、基金では毎年度、保有する資産について「継続基準」と
「非継続基準」という2つの基準で積立状況のチェックを行っています。「継続基準」による検証では、基金が今後
も継続していくことを前提として年金給付に必要な積立金が確保されているかどうかを検証し、「非継続基準」に
よる検証では、基金が当年度末時点で解散した場合の年金給付に見合う積立金（最低積立基準額）があるかどうか
を検証します。

◎検証の結果、「継続基準」「非継続基準」いずれも、基準値を上回っているため、掛金の額を再計算する必要は
ありません。　・純資産額40,645百万円＝資産41,786百万円－未払給付費等1,141百万円

1.00以上

基準値当基金の積立水準区　分

継続基準

非継続基準 0.92以上

 純資産額 40,645百万円
 責任準備金 33,687百万円
 純資産額 40,645百万円
 最低積立基準額 39,257百万円

＝ 1.20

＝ 1.03

2つの検証2つの検証で積立状況をチェック

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

将来の年金給付の
ために現時点で保有
していなければなら
ない額

当年度剰余金

平成24年度給付費、
移換金等で25年度に
支払われる予定額

収支状況

年金資産積立状況

収支状況1.

（平成25年3月31日現在）年金資産積立状況2.

収入　92億30百万円 支出　53億47百万円

資産　417億86百万円 負債　379億3百万円

4,278百万円

責任準備金 33,687百万円

3,883百万円

未払給付費等 1,141百万円
別途積立金 3,075百万円

4,899百万円

53百万円

3,141百万円

3,883百万円

902百万円
98百万円

1,206百万円

会社が支払った掛金等
掛金等収入

運用収益

これまでに積み立てた剰余金を
取り崩した額

別途積立金取崩金

年金・一時金を支給した額
給付費

他制度への移換金

責任準備金が前年度より増加した額

信託銀行・生命保険会社等に支払った
運用手数料・業務委託費等
責任準備金増加額

●翌年度への別途積立金は、当年度剰余金38億83百万円を足し、69億58百万円となります。

当年度剰余金

運用報酬・業務委託費等

年金資産 41,786百万円
信託資産 41,099百万円
保険資産 3百万円
預貯金等 684百万円

＊安心できる年金給
付のために＊

（剰余金処理前）



（平成25年3月31日現在）資産運用結果及び資産構成割合

業務概況

資産運用結果及び資産構成割合3.

（平成25年3月31日現在）業務概況4.
加入者数
　男 25,107人
　女 2,720人
　計 27,827人
掛金収納状況
　納付額 4,147,513,425円
　納付率 100％

加入事業所数
　 89事業所  平成25年4月現在

給付状況
　■老齢給付金
　　年　金 2,107件 491,627,788円 （233,331円）
　　一時金 417件 1,783,728,900円 （4,277,527円）
　■脱退一時金
 787件 798,987,700円 （1,015,232円）
　■遺族一時金
 27件 66,944,000円
　　合　計  3,141,288,388円

平均額

平均額

※掛金は全額事業主（会社）が負担しています。

　資産運用においては、昨年５月の欧州金融不安の再燃により収益が減少したものの、その後、日米欧の金融緩和策の実施
により運用環境が好転し、特に円安の進展により外貨建て資産の時価評価額が上昇した効果もあり、大きく増加し、最終的に
運用収益額は約49億円となりました。

当基金は、年金資産の目標運用利回りを
3%と定め、これを達成するために基本資産
配分比率を決めて資産運用をしています。

2013（平成25）年8月

日産連合企業年金基金
〒220－0011　神奈川県横浜市西区高島2－6－32　日産横浜ビル
TEL 045－444－2381　FAX 045－444－2382

お問い合わせ先
http://www.nrkikin.jp/

 2,025百万円 5％

 14,114百万円 34%

 3,986百万円 10％

 18,980百万円 46% 45%

10%

35%

5％
5％ 1,997百万円 5％

資産合計 411億２百万円

資産構成割合 基本資産配分比率

年金受給者様と
60歳未満の退職者（受給待期者）様へ

加入者様へ

こんな時は必ずご連絡をください！！！
●住所が変わった　　●氏名が変わった
●振込先口座を変更したい（年金受給中の方）
●お亡くなりになった（ご遺族の方にお手続き頂きます）
●一時金選択をしたい（受給開始後5年経過した年金
受給者、60歳未満の退職者（受給待期者））

上記ご連絡がありませんと、お支払等が滞る場合もあります
のでご注意ください。

各種お手続のご案内他
当基金の情報が満載！

ライフプランシート作成サービスライフプランシート作成サービス

貯蓄対策・老後の生活を自己診断できる加入者様限定の無料の
シート作成サービスです。下記までお気軽にお申込みください。

株式会社サンライフ企画（委託先）
TEL 03－5821－1005／FAX 03－5821－1082お問い合わせ先

重要
のご案内

国内債券
国債が中心。償還時の利回りが
確定しているため、株式に比べる
とリスクが小さい。

用語解説

外国債券

グローバル株式

グローバルREIT

非伝統資産

国内市場にない商品があり、国内
債券に比べ比較的高い利回りが
見込まれる。

景気と連動性が高く、高いリターン
が期待できる一方、ハイリスクも
見込まれる。

不動産賃料収入を収益源とした
運用商品。不動産価格がリターンに
与える影響に留意する必要がある。

ヘッジファンド等の運用。即座に
売れないなど資産の流動性に留意
する必要がある。（預貯金等を除く）


